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石川県立美術館だより　第222号

今
回
の
特
集
は
、
加
賀
藩
主
前
田
家
が
収
集
育
成
し
た
美
術

工
芸
品
の
中
か
ら
、
春
を
主
題
と
し
た
作
品
を
中
心
に
取
り
合

わ
せ
ま
し
た
。
季
節
は
ま
さ
に
春
た
け
な
わ
で
す
。
日
本
人
は

四
季
の
変
化
を
愛
で
、
春
の
息
吹
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
そ
の

美
を
生
活
の
な
か
に
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
人
の
生
き

様
を
投
影
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
伝
統
が
今
回
展
示
す

る
作
品
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は

三
点
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具G

笥

伝
二
代
五
十
嵐
道
甫
作

こ
の∂

笥
は
、
総
体
黒
漆
塗
り
で
金
象
嵌
が
施
さ
れ
た
隅
金

具
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
片
開
き
の
扉
を
開
け
る
と
、
中
に
十

四
の
引
出
が
納
め
ら
れ
、
そ
の
引
出
に
様
々
な
蒔
絵
意
匠
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
梅
・
八
重
葎
・
菊
・
楓
に
流
水
の
扇
面
散
ら

し
・
菊
に
桔
梗
・
宝
尽
し
・
鉄
線
・
柳
に
蝉
・
羊
歯
・
萩
・
竹

な
ど
様
々
な
四
季
の
自
然
が
、
五
十
嵐
蒔
絵
の
意
匠
に
見
事
に

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
の
時
代
に
活
躍
し

た
二
代
五
十
嵐
道
甫
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

越
中
愛
本
橋
図

佐
々
木
泉
玄
筆

こ
の
橋
は
五
代
藩
主
前
田
綱
紀
に
よ
り
架
け
ら
れ
た
橋
で

す
。
黒
部
川
は
難
所
と
い
わ
れ
、
氾
濫
を
く
り
返
し
、
村
人
や

旅
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
橋
の
建
設
を
命
じ
た
の
で
、

こ
の
難
事
業
を
進
め
た
綱
紀
の
善
政
を
讃
え
る
た
め
、
後
世
、

加
賀
藩
の
御
抱
絵
師
で
あ
っ
た
佐
々
木
泉
玄
（
一
八
〇
四
〜
七

九
）
に
描
か
せ
た
も
の
で
す
。
黒
部
川
上
流
の
春
の
景
が
、
泉

玄
の
特
色
を
よ
く
表
し
た
穏
や
か
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

蒔
絵
広
蓋

広
蓋
は
、
元
来
衣
服
を
納
め
た
箱
の
蓋
で
、
そ
の
蓋
を
衣
裳

盆
と
し
て
用
い
、
箱
は
次
第
に
す
た
れ
て
蓋
が
独
立
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
広
蓋
は
大
・
中
・
小
の
三
枚
一
組
で
、
見
込
に
吉

祥
文
様
の
熨
斗
水
引
文
、
華
麗
で
優
雅
な
雰
囲
気
を
春
の
景
の

な
か
に
求
め
た
桜
樹
幔
幕
文
や
花
車
文
が
お
お
ら
か
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
泰
平
の
世
を
謳
歌
す
る
か
の
よ
う
な
大
名
調
度

に
ふ
さ
わ
し
い
趣
を
呈
し
て
い
ま
す
。

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集
NHK大河ドラマ「利家とまつ」放映協賛

春の優品選
4月1日（月）～5月19日（日）

今
特
集
で
は
、
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
江
戸
時
代
の
絵
画
・
工

芸
品
を
紹
介
し
ま
す
が
、
今
回
は
「
大
樋
焼
」「
尾
形
乾
山
」

「
加
賀
藩
の
鐙
」
を
小
テ
ー
マ
と
し
て
設
け
、
展
観
し
ま
す
。

大
樋
焼
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）、
加
賀
藩
五
代
藩
主

綱
紀
が
、
千
宗
室
を
京
都
よ
り
招
い
た
時
、
茶
碗
師
と
し
て
招

か
れ
た
土
師
長
左
衛
門
（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
二
）
が
、
大
樋

村
（
現
金
沢
市
大
樋
町
）
に
窯
を
築
い
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
後
に
、
そ
の
地
名
よ
り
姓
を
大
樋
に
改
め
、

大
樋
焼
は
、
独
特
の
黒
味
を
帯
び
た¥

釉
が
特
徴
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、「¥

釉
赤
茶
碗
」、「¥

釉
加
賀
光
悦
写
茶
碗
」、

「¥

釉
蟹
五
角
香
合
」、「¥

釉
獅
子
香
炉
」（
以
上
、
初
代
大

樋
長
左
衛
門
）、「
赤
楽
茶
碗
」（
五
代
・
六
代
大
樋
長
左
衛
門
）

を
紹
介
し
ま
す
。

尾
形
乾
山
（
一
六
六
三
〜
一
七
四
三
）
は
、
光
琳
の
弟
。
乾

山
と
は
、
も
と
も
と
京
都
鳴
滝
の
窯
名
で
し
た
が
、
後
に
号
と

し
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
野
々
村
仁
清
に
作
陶
を
学

び
ま
す
が
、
血
縁
に
あ
た
る
本
阿
弥
光
悦
の
影
響
は
大
き
く
、

琳
派
意
匠
の
特
徴
を
持
つ
作
品
を
多
く
制
作
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、「
染
付
銹
絵
杜
若
図
茶
碗
」、「
黒
釉
蒲
公
英
図
茶
碗
」、「
銹

絵
雪
笹
図
鉢
」、「
色
絵
草
花
図
絵
替
長
皿
」
を
紹
介
し
ま
す
。

鐙
あ
ぶ
み
と
は
、
馬
に
乗
る
際
、
鞍
の
両
側
よ
り
吊
る
し
て
足
の
裏

を
支
え
る
道
具
で
す
。
江
戸
時
代
、
鐙
は
主
に
加
賀
・
尾
張
・

京
都
で
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伝
存
す
る
も
の
の
多
く
は
、

加
賀
で
つ
く
ら
れ
た
鐙
で
す
。
将
軍
家
に
献
上
さ
れ
た
り
、
各

藩
藩
主
に
贈
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
鐙
は
、
機
能

性
よ
り
も
装
飾
性
が
重
視
さ
れ
、
象
嵌
（
元
に
な
る
金
属
に
別

の
金
属
を
嵌
め
込
む
）
技
法
に
よ
り
、
文
様
が
表
さ
れ
ま
す
。

複
数
の
鐙
に
同
じ
文
様
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
正
面
に
あ

た
る
鳩
胸
・
笑
の
部
分
と
、
舌
裏
の
文
様
が
見
頃
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
加
賀
象
嵌
師
の
作
に

よ
る
鐙
六
点
を
紹
介
し
ま
す
。

今
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
に
「
蒔
絵
草
花
丸
文
花
見
弁
当
」、

「
富
貴
樹
上
双
鳥
図
」、「
木
地
高
彫
鳳
凰
文
鞍
」、「
木
彫
竜
図

鞍
」、「
四
季
草
花
図
屏
風
」
を
あ
わ
せ
た
計
二
十
点
を
展
示
し

ま
す
。

常設展示室（第2展示室）
特　集
NHK大河ドラマ「利家とまつ」放映協賛

春の優品選
4月1日（月）～5月19日（日）
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
春
の
優
品
選

黒
塗
布
目
引
出
絵
替
絵
具∂

笥

伝
二
代
五
十
嵐
道
甫

越
中
愛
本
橋
図

佐
々
木
泉
玄

春
景
山
水
図

橋
本
雅
邦

桜
樹
幔
幕
文
蒔
絵
広
蓋

青
磁
八
葉
蓮
華
鉢

蒔
絵
三
十
六
歌
仙
花
卉
文
堤
重

梨
子
地
桐
文
蒔
絵
海
無
鞍

牡
丹
唐
草
柳
に
燕
象
嵌
鐙

伝
与
四
郎

第
１
展
示
室

'

色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
2
展
示
室
（
古
美
術
）

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢

□
色
絵
百
花
散
双
鳥
図
平
鉢

青
手
牡
丹
図
平
鉢

特
集
　
春
の
優
品
選

¥

釉
蟹
五
角
香
合

初
代
大
樋
長
左
衛
門

¥

釉
加
賀
光
悦
写
茶
碗

初
代
大
樋
長
左
衛
門

黒
釉
蒲
公
英
図
茶
碗

尾
形
乾
山

染
付
銹
絵
杜
若
図
茶
碗

尾
形
乾
山

銀
象
嵌
花
筏
文
鐙

小
市
永
次

銀
象
嵌
丸
紋
に
紗
綾
形ƒ

鐙

勝
木
氏
賢

銀
象
嵌
籠
目
紋
鐙

吉
平

銀
象
嵌
丁
字
散
文
鐙

氏
政

※
第
3
〜
6
展
示
室
は
、
四
月
二
十
一
日（
日
）ま
で
第
58
回
現

代
美
術
展
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常設展示室

主な展示作品
4月1日（月）～21日（日）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品
□＝石川県指定文化財

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

'

色
絵
雉
香
炉（
右
）

◎
色
絵
雌
雉
香
炉（
左
）

野
々
村
仁
清

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

今
回
は
、
平
成
十
三
年
に
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
と
沖
縄
県
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
か
ざ
り
と
か

た
ち
」
展
の
図
録
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

同
展
は
、
平
成
十
三
年
の
春
に
、
新
た
に
独
立
行
政
法
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
国
立
博
物
館
、
国
立
近
代
美
術
館
の
う
ち
、

京
都
国
立
博
物
館
と
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
所
蔵
品
を
中
心

に
、
開
催
館
の
所
蔵
品
も
含
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
わ
が
国
の
弥
生
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
至
る
ま
で
、
生

活
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
日
本
人
の
美
的
感
性
を
、
特
色
あ
る

工
芸
や
絵
画
を
通
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
に
そ
れ
ら

の
か
ざ
り
や
か
た
ち
の
楽
し
さ
、
美
し
さ
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
す
。
構
成
は
大
き
く
、「
か
ざ
り
の
美
」「
か
ざ
り
の
か
た
ち
」

「
南
海
の
か
た
ち
」
に
分
け
ら
れ
、
皿
・
鉢
・
茶
碗
・
壺
な
ど

の
陶
磁
器
、
箱
・
文
台
・
櫛
・
印
籠
な
ど
の
漆
器
、
鏡
・
鐔
・

簪
な
ど
の
金
工
品
、
着
物
や
刀
剣
・
甲
冑
、
宗
教
法
具
か
ら
日

本
画
や
洋
画
な
ど
の
絵
画
に
い
た
る
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を

含
む
、
約
百
六
十
点
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
国
立
の
博
物
館
・
美
術
館
の
所
蔵
品
を
、
テ
ー

マ
を
も
う
け
て
構
成
し
、
巡
回
す
る
と
い
う
企
画
は
、
平
成
六

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
当
館
で
も
平
成
七
年
、「
日

本
の
美
」
と
題
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
展
覧
会
で
は
、

東
京
や
京
都
へ
行
か
な
い
と
、
な
か
な
か
接
す
る
機
会
の
少
な

い
国
立
博
物
館
・
美
術
館
所
蔵
の
名
品
を
、
身
近
に
鑑
賞
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
文
化
財
に
対
す
る

啓
蒙
普
及
や
美
術
活
動
の
推
進
と
い
う
面
で
も
、
有
益
な
試
み

で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

＊
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

飴
釉
蟹
五
角
香
合
　
初
代
大
樋
長
左
衛
門

銀
象
嵌
籠
目
紋
鐙
　
吉
平

○
□
色
絵
布
袋
図
平
鉢
　
古
九
谷
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平
成
十
三
年
度
開
催
の
展
覧
会（
二
）

後
期
に
一
階
企
画
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
当
館
主
催
の
特
別
展

は
、
二
回
で
す
。
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
開
催
し
た
「
花
と

緑
の
名
品
展
」
は
、
第
十
八
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ

ア
に
協
賛
し
て
開
催
し
た
展
覧
会
で
し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

『
自
然
と
の
対
話
』
は
、
日
本
人
の
美
意
識
を
表
す
も
の
と
し
て
、

海
外
で
開
催
し
た
当
館
の
所
蔵
品
展
で
も
使
用
し
た
も
の
で
、
日

本
美
術
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
古
美
術
か
ら
現
代
ま
で
、

絵
画
と
工
芸
の
各
分
野
か
ら
、
自
然
の
中
で
も
花
と
緑
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
1
0
0
余
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
日
本
画
・
油
彩

画
・
陶
磁
・
漆
工
・
染
織
等
の
異
な
る
材
質
・
表
現
技
法
、
額

装
・
屏
風
・
壺
・
皿
・
箱
・
棚
・
着
物
・
能
装
束
等
様
々
な
形
態

の
作
品
は
、
一
点
一
点
が
各
時
代
、
各
作
家
の
代
表
作
を
選
り
す

ぐ
っ
た
作
品
で
あ
り
、
自
然
と
の
対
話
の
中
か
ら
、
美
意
識
を
高

め
、
美
術
作
品
と
し
て
き
た
日
本
美
術
の
特
徴
を
表
す
作
品
群
で

あ
り
、
鑑
賞
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。
一
月
に
開
催
し
た
「
没
後

15
年

高
光
一
也
展
」
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
亡
く
な
っ
た
高
光

一
也
氏
の
没
後
十
五
年
に
あ
た
り
開
催
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
、

氏
の
長
い
画
業
を
各
時
代
を
代
表
す
る
油
彩
・
素
描
七
十
点
で
辿

る
と
と
も
に
、
氏
の
ア
フ
リ
カ
彫
刻
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
写
真
、
遺
愛
品
で
構

成
し
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
彫
刻
は
、
昭

和
二
十
九
年
に
パ
リ
で
出
会
い
、
ジ
ャ

コ
メ
ッ
テ
ィ
の
細
長
い
彫
刻
や
、
ピ
カ

ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
を
連
想
さ
せ
る
造
形
美

と
抽
象
美
に
魅
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
ア
フ
リ
カ
彫

刻
に
結
び
つ
く
作
品
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
身
が
撮
影
し
た
写
真
は
、

作
者
が
何
に
心
引
か
れ
、
感
じ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
た
の
か
、

写
真
に
添
え
ら
れ
た
作
者
の
言
葉
と
と
も
に
、
画
家
の
内
面
を
探

る
上
で
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

二
階
常
設
展
示
室
で
開
催
し
た
特
別
陳
列
や
特
集
は
三
十
回
を

数
え
ま
し
た
。

「
前
田
家

名
物
裂
の
精
華
」
は
、
例
年
の
テ
ー
マ
で
す
が
、

今
回
は
、
台
紙
貼
の
も
の
に
、
反
物
と
し
て
の
形
状
を
留
め
、
舶

載
さ
れ
た
当
時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
「
覆
盆
子
錦
」、「
萌
黄
地
一
重

蔓
花
唐
草
尽
し
縫
絹
」
の
二
点
も
加
え
展
示
し
、
女
性
フ
ァ
ン
を

中
心
に
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「
作
庭
記
の
世
界
」
は
、
第
十
八
回
全
国
都
市
緑
化
い
し
か

わ
フ
ェ
ア
に
協
賛
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
現
存
す
る
最
古
の
書

写
本
で
前
田
家
伝
来
の
重
要
文
化
財
「
作
庭
記
」
の
上
下
二
巻
を

全
巻
公
開
し
ま
し
た
。

「
坂
寛
二
・
坂
坦
道

油
絵
と
彫
刻
」
は
、
能
登
内
浦
町
出

身
の
彫
刻
家
坂
坦
道
と
父
で
あ
り
洋
画
家
の
寛
二
の
父
子
展
で
し

た
。
北
海
道
へ
渡
っ
た
後
も
望
郷
の
念
を
感
じ
さ
せ
る
彫
刻
も
制

作
し
た
坦
道
の
作
品
展
示
を
聞
き
、
地
元
か
ら
の
入
館
者
も
み
ら
れ

ま
し
た
。

「
石
川
の
人
形
」
は
、
ご
遺
族
か
ら
十
点
の
寄
附
を
頂
い
た

日
展
の
人
形
作
家
・
齋
藤
悦
子
の
作
品
お
披
露
目
を
兼
ね
、
齋
藤

の
作
品
に
、
石
川
県
の
人
形
作
家
の
中
か
ら
下
口
宗
美
・
紺
谷

力
・
井
口
十
糸
・
室
田
芳
子
の
四
人
の
作
品
を
加
え
て
、
美
術
工

芸
品
と
し
て
の
多
彩
な
展
開
を
見
せ
る
人
形
の
世
界
を
紹
介
し
、

女
性
フ
ァ
ン
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

一
月
に
開
催
し
ま
し
た
「
利
家
と
末
森
の
合
戦
」
は
、
N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
放
映
に
協
賛
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
前
田
家
に

と
っ
て
は
浮
沈
を
か
け
た
合
戦
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
天
正
十

二
年
九
月
（
一
五
八
四
）
の
末
森
合
戦
に
つ
い
て
、「
末
森
合
戦

絵
巻
」、「
末
森
城
模
型
」、「
利
家
末
森
城
之
救
援
図
」
等
で
紹
介

し
た
展
示
で
、
鑑
賞
者
か
ら
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
〜
前
田
家
と
加
賀
文
化
〜
」

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
南
俊
英
　
学
芸
第
一
課
長
）

美
術
館
の
広
報
紙
も
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
愛
好
会
会
員

も
千
名
を
越
え
た
昭
和
四
十
三
年
度
末
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
現
生
涯
学
習
課
）
か
ら
突
然
連
絡
が
入
っ
た
。
文
部
省

社
会
教
育
局
（
現
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
）
が
、
地
方

で
婦
人
を
対
象
と
し
た
社
会
教
育
実
践
の
場
所
を
探
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
講
師
等
の
多
少
の
予
算
は
付
い
て
い
る
よ

う
な
の
で
、
美
術
館
で
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
内

容
だ
っ
た
。
全
国
で
は
只
一
ヶ
所
の
開
催
、
そ
れ
も
地
方
で
は

初
め
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
実
施
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

実
施
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
美
術
館
と
し
て
も
初
め
て
の

教
育
普
及
事
業
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
、
日
本
で
今
後
行
わ

れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
社
会
教
育
活
動
の
、
モ
デ
ル
に
も
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
共
美
術
館
職
員
に
多
少
の
緊
張
が
走
っ

た
。
し
か
も
文
部
省
か
ら
届
い
た
実
施
要
項
を
見
る
と
、
延
べ

二
十
四
回
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
を
引
き
受
け
た
と
思

っ
た
。
前
年
第
一
回
の
開
催
場
所
は
東
京
国
立
博
物
館
だ
っ
た

の
で
、
早
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
寄
せ
て
見
て
み
る
と
、
博
物

館
の
そ
う
そ
う
た
る
面
々
が
名
前
を
連
ね
て
お
り
、
ま
さ
に
お

国
だ
か
ら
出
来
た
講
座
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
何
は
と
も
あ
れ
、
引
き
受
け
た
以
上
は
こ
う
し
た

こ
と
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
石
川
県
ら
し
い
や
り
方
で
実
施
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
話
は
ま
と
ま
っ
た
。
た
だ
、
当
時
の
美
術

館
学
芸
担
当
職
員
は
わ
ず
か
に
三
名
。
し
か
も
一
人
は
展
示
企

画
に
専
念
し
て
い
る
。
結
局
私
が
企
画
か
ら
外
部
講
師
の
交
渉

ま
で
、
す
べ
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
頃
は
加
賀
友
禅

の
木
村
雨
山
さ
ん
な
ど
、
大
物
工
芸
家
が
ご
健
在
で
あ
り
、
金

沢
美
術
工
芸
大
学
の
教
授
の
方
々
も
動
員
す
れ
ば
、
東
京
国
立

博
物
館
に
も
負
け
な
い
内
容
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
ず
そ
ん

な
見
通
し
を
つ
け
た
。

美
術
館
小
史
・
余
話
21

美
術
を
学
ぶ
婦
人
学
級（
一
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

「高光一也展」会場
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各
地
の
展
覧
会

四
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
国
際
陶
芸
博
物
館
所
蔵

マ
ジ
ョ
リ
カ
名
陶
展

4
／
4
〜
6
／
23

東
京
都
庭
園
美
術
館
（
東
京
都
港
区
・
〇
三
―
三
四
四
三
―
〇
二
〇
一
）

生
誕
1
0
0
年
記
念
　
小
松
均
展

4
／
5
〜
5
／
6

富
山
県
水
墨
美
術
館
（
富
山
市
・
〇
七
六
―
四
三
一
―
三
七
一
九
）

日
本
画
へ
の
招
待
ー
人
・
花
・
風
景
ー

4
／
12
〜
5
／
26

京
都
国
立
代
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
・
〇
七
五
―
七
六
一
―
四
一
一
一
）

大
仏
開
眼
1
2
5
0
年
　
東
大
寺
の
す
べ
て

4
／
20
〜
7
／
7

奈
良
国
立
博
物
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
七
七
一
）

第
58
回
現
代
美
術
展四月

六
日（
土
）〜
二
十
一
日（
日
）

（
第
3
〜
9
展
示
室
）

部
門

日
本
画
　
洋
画
　
彫
刻
　
工
芸
　
書
　
写
真

入
場
料

一
般
八
〇
〇
円
　
大
高
生
六
〇
〇
円
　
中
小
生
五
〇
〇
円

団
体
料
金
は
各
二
〇
〇
円
引

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵

古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
展

四
月
二
十
八
日（
日
）〜
五
月
十
九
日（
日
）

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

本
展
は
、
国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
の
至
宝
「
プ
ス
セ
ン
ネ
ス
Ⅰ

世
の
黄
金
の
マ
ス
ク
」
を
は
じ
め
、
日
本
初
公
開
の
名
品
を
含

む
七
十
五
点
の
作
品
に
よ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
栄
光
を
紹
介

す
る
も
の
で
す
。

入
場
料

一
　
般
一
三
〇
〇
円
（
一
〇
〇
〇
円
）

中
高
生
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

小
学
生
　
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）

（

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
五
―
一
北
國
新
聞
社
事
業
局

1
〇
七
六
―
二
六
〇
―
三
五
八
一

企
画
展
示
室

没
後
15
年
　
高
光
一
也
展

当
館
は
こ
れ
ま
で
三
度
高
光
先
生
の
大
き
な
展
覧
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
う
ち
二
回
は
代
表
作
展
、
一
回
は
館
蔵
品
展
で
す
。

そ
こ
で
四
度
目
の
今
回
は
、
作
品
と
と
も
に
、
そ
れ
を
描
い
た
画

家
そ
の
も
の
を
前
面
に
出
し
て
は
ど
う
か
、
つ
ま
り
作
者
を
知
る

こ
と
に
よ
っ
て
作
品
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
少
し
路
線
を
変
え
て
み
ま
し
た
。

む
ろ
ん
作
品
そ
の
も
の
が
作
者
な
の
で
す
か
ら
、
代
表
作
を
ず

ら
っ
と
並
べ
て
、
そ
の
絵
か
ら
作
者
の
言
葉

を
聞
け
ば
そ
れ
で
充
分
か
と
も
思
い
ま
す
が
、

も
う
少
し
、
作
者
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
、
つ
ま
り
遺
愛
の
品
と
か
、
使
っ
て
ら
っ

し
ゃ
っ
た
筆
や
パ
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
道
具
と

か
、
あ
る
い
は
趣
味
で
収
集
さ
れ
た
も
の
と

か
、
そ
う
い
う
具
体
的
な
品
々
を
展
示
し
て
、

よ
り
親
し
み
の
持
て
る
展
覧
会
と
し
た
い
。

こ
う
い
う
思
い
を
今
回
の
高
光
展
に
込
め
た

の
で
し
た
。

そ
こ
で
三
つ
あ
る
企
画
展
示
室
の
二
つ
に

代
表
作
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
最
後
の
一
室
、
第

9
展
示
室
で
遺
愛
の
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
高
光
先
生
の

創
作
の
源
泉
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
構
成
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
第
9
展
の
中
で
の
白
眉
は
何
と
い
っ
て
も
ア
フ
リ
カ
彫
刻

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
作
品
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
彫
刻
に
魅
せ
ら
れ
た
と
い
う
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
百
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
四
十
点
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
先
生
の

そ
の
惚
れ
込
み
よ
う
に
は
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
た
だ
惚
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
昭
和
三
十
年
代
の
人
体
を

幾
何
学
的
に
描
い
て
い
っ
た
、
高
光
先
生
の
〝
造
形
の
冒
険
時
代
〞

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
時
代
の
作
品
群
は
、
い
か
に
ア
フ
リ
カ
彫
刻
の

影
響
が
大
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
西
洋
の
画
技
を
学

び
つ
つ
も
日
本
人
で
あ
る
自
分
の
立
脚
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、

そ
う
考
え
て
い
っ
た
と
き
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
造
形
に
、
一
つ
の

答
え
を
見
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
後
の
先
生
の
た
ど
り
着
い
た
表
現
様
式
と
テ
ー
マ
、
つ
ま

り
、
白
を
基
調
と
し
ご
つ
ご
つ
と
し
て
マ
ッ
ト
な
岩
絵
具
を
思
わ

せ
る
絵
肌
と
美
人
画
の
系
譜
に
連
な
る
女
性
像
は
、
日
本
の
油
絵

と
は
何
か
を
考
え
抜
か
れ
て
、
到
達
さ
れ
た
世
界
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
回
の
展
覧
会
で
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
こ
と
が
一
つ
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
生
が
僧
侶
で
あ
っ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
高
光
一
也
は
画
家
で
あ
る
と
思
い
こ
み
、

こ
の
観
点
か
ら
の
み
先
生
の
絵
を
こ
れ
ま
で
観
て
き
た
の

で
す
が
、
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
だ
め
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

先
生
が
法
話
を
さ
れ
て
い
る
写
真
や
仏
頭
を
第
8
展
示

室
に
展
示
し
、
ま
た
、
会
期
中
に
行
わ
れ
た
ご
子
息
一
生

氏
の
講
演
会
で
は
、
高
光
先
生
の
法
話
を
録
音
テ
ー
プ
で

お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
か
れ
た
人
は
驚
か

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
金
沢
弁
丸
出
し
の
ざ
っ

く
ば
ら
ん
な
口
調
で
、
尻
上
が
り
に
熱
が
入
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
る
で
漫
談
で
も
聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
で
い

て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
と
、
画
家
と
し
て
の

姿
は
先
生
の
半
面
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
の

で
し
た
。
高
光
芸
術
が
ひ
た
す
ら
明
る
く
健
康
的
で
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
法
話
に
聞
こ
え
る
先
生
の
全
く
屈
託
の
な
い
笑
い
声
と
直
結

し
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
す
。

高
光
先
生
を
知
る
よ
す
が
と
な
る
品
々
を
作
品
と
共
に
並
べ
、

よ
り
深
く
、
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
、
こ
う
し
た
意
図
は
、
あ
る

程
度
達
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
今
回
の
展
覧
会
を
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
は
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

（
二
木
伸
一
郎
　
学
芸
主
査
）

「高光一也展」会場
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平
成
十
三
年
度
の
新
収
蔵
品
は
、
寄
贈
四
十
七
点
、
購
入
十

点
、
計
五
十
七
点
と
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
各

位
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
今
後
と
も

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
収
蔵
品
総
数
は
二
千
六

百
九
十
一
点
で
す
。

陶
磁

色
絵
草
花
文
呉
州
赤
絵
写
　
春
日
山
窯

相
川
照
子
氏
寄
附

釉
裏
金
彩
大
山
蓮
花
文
鉢
　
吉
田
美
統
作

吉
田
美
統
氏
寄
附

赤
網
手
大
皿
　
　
　
　
　
　
福
島
武
山
作

竹
図
鉢
　
　
　
　
　
　
　
　
南
繁
正
作

色
絵
六
稜
壷
　
　
　
　
　
　
佐
藤
亮
作

漆
工

蒔
絵
菊
慈
童
図
薬
籠
箱
　
　
伝
五
十
嵐
道
甫
作

染
色

友
禅
訪
問
着
「
夕
凪
」

坂
井
教
人
作

坂
井
教
人
氏
寄
附

友
禅
訪
問
着
「
藤
花
陰
翳
」
二
代
由
水
十
久
作

友
禅
訪
問
着
「
桐
文
」

田
丸
幸
子
作

金
工

象
嵌
朧
銀
花
器
「
岑
寂
し
ん
せ
き

樹
林
」
中
川
衛
作

刀
剣

大
身
槍
　
日
本
号
写
　
附
螺
鈿
拵
　
隅
谷
正
峯
作

桂
木
ふ
さ
子
氏
寄
附

人
形
・
截
金

い
ず
み
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

あ
じ
さ
い
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

月
の
光
に
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

日
の
光
に
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

祈
り
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

う
め
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

ふ
か
み
草
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

C
O
R
O
L
L
A

斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

香
気
波
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

ラ
・
メ
ー
ル
Ⅳ
　
　
　
　
斎
藤
悦
子
作

渡
辺
奈
美
氏
寄
附

截
金
彩
色
合
子
「
酉
」

西
出
大
三
作

日
本
画

草
花
図
　
　
　
　
　
　
　
坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

太
夫
　
　
　
　
　
　
　
坂
根
克
介
筆

油
彩
画

ふ
た
り
　
　
　
　
　
　
前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

休
日
の
肖
像
　
南
風
　
前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

街
角
に
秋
　
　
　
　
　
前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

見
透
せ
ぬ
窓
　
B

前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

見
透
せ
ぬ
窓
　
　
　
　
前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

見
透
せ
ぬ
窓
　
　
　
　
前
田
さ
な
み
筆

前
田
さ
な
み
氏
寄
附

風
景
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
外
喜
雄
筆

藤
井
キ
ヨ
ミ
氏
寄
附

静
物
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
外
喜
雄
筆

藤
井
キ
ヨ
ミ
氏
寄
附

出
を
待
つ
　
　
　
　
　
鴨
居
玲
筆

富
山
栄
美
子
氏
寄
附

裸
婦
　
　
　
　
　
　
　
鴨
居
玲
筆

富
山
栄
美
子
氏
寄
附

尾
小
屋
鉱
山
　
　
　
　
坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

土
塀
　
　
　
　
　
　
　
坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

画
室
の
裸
婦
　
　
　
　
坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

裸
婦
　
　
　
　
　
　
　
坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

肖
像
（
自
画
像
）

坂
寛
二
筆

坂
知
恵
子
氏
寄
附

ピ
ア
ノ
の
廃
墟
　
　
　
蔦
健
三
筆

蔦
健
三
氏
寄
附

過
ぎ
去
り
し
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
肖
像
　
蔦
健
三
筆

蔦
健
三
氏
寄
附

テ
ィ
チ
ー
ノ
寸
景
（
ス
イ
ス
）
田
辺
栄
次
郎
筆

田
辺
多
鶴
子
氏
寄
附

傀
儡
師
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
冨
士
夫
筆

吉
田
芳
子
氏
寄
附

逢
う
魔
が
刻
の
笛
の
音
　
吉
田
冨
士
夫
筆

吉
田
芳
子
氏
寄
附

交
霊
術
・H

A
R
P

吉
田
冨
士
夫
筆

吉
田
芳
子
氏
寄
附

青
空
と
水
門
　
　
　
　
　
新
保
甚
平
筆

彫
塑

焦
土
を
行
く
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

青
年
像
　
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

縛
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

話
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附
　

チ
ン
ド
ン
屋
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

か
え
り
舟
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

御
陣
乗
太
鼓
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

赤
と
ん
ぼ
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

思
惟
　
　
　
　
　
　
　
坂
坦
道
作

坂
知
恵
子
氏
寄
附

M
iserere

Ⅵ
　
　

中
村
晋
也
作

中
村
晋
也
氏
寄
附

風
　
　
　
　
　
　
　
　
得
能
節
朗
作

得
能
節
朗
氏
寄
附

出
を
待
つ
　
鴨
居
玲

大身槍　日本号写　隅谷正峯

見
透
せ
ぬ
窓
　
前
田
さ
な
み

テ
ィ
チ
ー
ノ
寸
景
（
ス
イ
ス
）

田
辺
栄
次
郎

画
室
の
裸
婦
　
坂

寛
二

風
景
　
藤
井
外
喜
雄

焦
土
を
行
く
　
坂
坦
道

M
iserere

Ⅵ
　
中
村
晋
也

C
O
R
O
LLA

斎
藤
悦
子

平成13年度　新収蔵品一覧平成13年度　新収蔵品一覧
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今
後
の
展
覧
会

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

（
第
5
・
6
展
示
室
）

四
月
二
十
五
日（
木
）〜
五
月
十
九
日（
日
）

※
今
月
の
全
館
休
館
日
は
四
月
二
十
二
日（
月
）〜
二
十
四
日（
水
）で
す
。

バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ

J.

S.

バ
ッ
ハ
　
カ
ン
タ
ー
タ
第
24
番
「
ま
じ
り
け
な
き
心
」

第
25
番
「
汝
の
怒
り
に
よ
っ
て
」（
約
35
分
）

前
田
青
邨
と
日
本
画
の
流
れ
（
29
分
）

工
芸
　
―
作
家
と
そ
の
世
界
―

﹇
大
樋
年
朗
・
北
出
不
二
雄
・
慶
塚
修
兵
衛
・
村
木
文
三
郎
・
角
偉
三
郎
﹈（
21
分
）

大
樋
陶
芸
の
魅
力

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

古
代
エ
ジ
プ
ト
・
遙
か
な
原
風
景
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
空
間
の
出
現
（
23
分
）

4
／
7
（
日
）

4
／
14
（
日
）

4
／
21
（
日
）

4
／
27
（
土
）

4
／
28
（
日
）

行
　
　
事

月
　
　
日

四
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

C
D
コ
ン
サ
ー
ト

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

月
例
映
画
会

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

磁
全
般
に
対
し
て
の
、
幅
広
い
知
見
の
反
映
で
あ
る
と
と
も
に
、

筒
茶y

・
平
茶y

な
ど
形
体
や
大
き
さ
、
そ
し
て
意
匠
の
多

様
性
こ
そ
は
、
茶
事
に
も
精
通
し
た
作
者
な
ら
で
は
の
作
陶
世

界
を
如
実
に
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
樋
氏
は
作
家
と
し
て
創
作
活
動
に
い
そ
し
む
ば
か

り
で
な
く
、
後
進
の
育
成
に
も
早
く
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で

は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
助
教
授
に
、
ま
た
平
成
元
年
に
金
沢

卯
辰
山
工
芸
工
房
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
工
房
長
に
、

ま
た
十
二
年
に
な
っ
て
金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部
の
学
部

長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
大
樋
長
左
衛
門
氏
の
作

陶
世
界
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
無
論
こ
れ
だ
け
で
は

と
て
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
是
非
と
も
、
展
示
室
で
実
際

の
作
品
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
旺
盛
な
創
作
世
界
を

堪
能
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
五
月
十
二
日
（
日
）
に
は
、「
私
の
作
陶
人
生
」
と

い
う
演
題
で
、
大
樋
氏
に
よ
る
講
演
会
が
、
当
館
ホ
ー
ル
で
午

後
一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
聴
講
無
料
で
す
の
で
、
お
誘

い
合
わ
せ
う
え
ご
参
集
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
寺
尾
健
一
　
学
芸
専
門
員
）

本
展
覧
会
で
は
、
作
者
の
旺
盛
な
制
作
力
を
如
実
に
示
す
も

の
と
し
て
、
陶
芸
作
品
以
外
に
も
、
達
意
あ
ふ
れ
る
画
技
を
示

し
た
掛
軸
類
、
軽
妙
か
つ
飄
逸
さ
に
み
ち
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

漆
芸
の
棗
や
盆
、
そ
し
て
椅
子
も
展
示
い
た
し
ま
す
。

そ
の
椅
子
の
五
脚
出
品
予
定
の
う
ち
、
三
脚
は
前
回
の
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
江
戸
後
期
の
画
僧
仙Ω

の
有

名
な
墨
画
「
○
△
□
」
に
よ
る
も
の
で
、
陶
芸
作
品
に
も
試
み

て
い
る
意
匠
で
あ
り
、
作
者
の
関
心
の
深
さ
が
偲
ば
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
古
典
を
規
範
と
し

な
が
ら
、
現
代
の
感
性
を
新
た

に
付
加
す
る
こ
と
で
、
創
造
性

豊
か
な
世
界
を
現
出
す
る
こ
と

は
、
優
れ
た
創
作
者
の
常
と
も

言
え
ま
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、

大
樋
氏
に
あ
っ
て
は
そ
の
規
範

と
す
る
古
典
と
は
、
茶
陶
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
茶
道
の
統
合
さ

れ
た
美
の
世
界
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

例
え
ば
、
茶y

類
に
目
を
向

け
れ
ば
、
大
樋
焼
独
自
の¥

釉

や
黒
釉
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

白
釉
・
三
彩
・
三
島
手
・
千
点

文
・
油
滴
天
目
・
木
葉
天
目
・

安
南
・
唐
津
な
ど
、
用
い
ら
れ

て
い
る
技
法
の
多
彩
さ
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
は
、
日

本
人
が
愛
玩
し
た
き
た
東
洋
陶

大
樋
長
左
衛
門
の
作
陶
世
界
そ
の
三

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

大樋　釉茶B（左）大樋黒釉茶B（右）
平成13年　式年遷宮記念神宮美術館蔵

現
代
を
代
表
す
る
陶
芸
家
大
樋
氏
の
、
初
期
か
ら
最
近
の
作

品
ま
で
を
一
堂
に
会
し
、
そ
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
と
創
造
の
足

跡
と
、
そ
の
到
達
し
た
新
し
い
表
現
世
界
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

利
家
と
ま
つ

加
賀
百
万
石
物
語
展

〜
前
田
家
と
百
万
石
文
化
〜

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

九
月
十
四
日（
土
）〜
十
月
二
十
七
日（
日
）

本
展
は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石

物
語
」
に
ち
な
ん
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

卓
抜
な
時
代
感
覚
と
器
量
で
、
秀
吉
に
次
ぐ
立
場
を
築
い
た

利
家
の
人
と
な
り
を
、
時
代
背
景
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。
そ
し

て
、
利
家
か
ら
三
代
利
常
が
育
ん
だ
古
九
谷
や
加
賀
蒔
絵
、
壮

麗
な
屏
風
絵
な
ど
、
百
万
石
の
城
下
に
花
開
い
た
加
賀
文
化
の

精
華
を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

餃飴



― 8  ―

119

石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
二
二
号
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

四
月
二
十
二
日（
月
）〜
二
十
四
日（
水
）

加
賀
象
嵌
ぞ
う
が
ん

も
、
加
賀
蒔
絵
と
同
じ
く
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前

田
利
常
が
、
京
都
や
江
戸
か
ら
名
工
を
招
き
細
工
所
を
設
け
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

利
常
は
、
室
町
時
代
以
来
、
装
剣
小
道
具
の
名
家
と
し
て
名

高
い
後
藤
家
の
顕
乗

け
ん
じ
ょ
う
（
下
後
藤
家
）
や
覚
乗

か
く
じ
ょ
う
（
上
後
藤
家
）
を

召
し
抱
え
、
一
年
交
代
で
細
工
所
に
招
き
制
作
と
職
人
の
指
導

に
あ
た
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
加
賀
象
嵌
の
基

礎
が
で
き
、
以
後
加
賀
藩
は
日
本
を
代
表
す
る
象
嵌
の
生
産
地

と
な
り
、
そ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
加
賀
象
嵌
を
代
表
す
る
も
の
は
鐙
あ
ぶ
み
で
あ
り
、
藩
主

か
ら
幕
府
へ
の
献
上
品
と
し
て
、
あ
る
い
は
大
名
諸
侯
へ
の
贈

答
品
と
し
て
送
ら
れ
、
鉄
地
に
銀
平
象
嵌
の
は
ず
れ
に
く
い
特

徴
や
デ
ザ
イ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
か
ら
そ
の
名
は
全
国
に
知
れ
わ

た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
鐙
は
、
鳩
胸
か
ら
笑
に
か
け
て
、
香
料
や
油
を
採
る
樹

木
で
あ
る
丁
字
ち
ょ
う
じ

の
実
を
図
案
化
し
て
散
ら
し
て
い
る
が
、
鉄
と

銀
の
織
り
な
す
輝
き
は
豪
華
で
、
武
具
と
し
て
の
用
と
美
を
兼

ね
備
え
た
逸
品
で
す
。

底
に
あ
た
る
舌
裏
に
は
、
葡
萄
ぶ
ど
う

文
が
同
じ
く
銀
象
嵌
さ
れ
、

踏
み
込
み
に
は
朱
漆
を
塗
り
、
紋
板
に
は
正
方
形
を
横
に
二
つ

縦
に
三
つ
並
べ
た
透
か
し
を
施
し
た
母
衣
ほ

ろ

穴
を
設
け
、
正
面
に

「
加
州
金
沢
住
氏
政
作
」
の
銀
象
嵌
銘
が
入
っ
て
い
ま
す
。

「
氏
政
」
に
つ
い
て
は
、
勝
木
系
と
金
子
系
に
氏
政
を
名
乗

る
象
嵌
師
は
何
人
か
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
特
定
は
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
、
同
じ
も
の
が
二
点
と
無
い
一
品
製
作

は
、
古
九
谷
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
加
賀
文
化
を
代
表
す

る
工
芸
品
と
い
え
ま
す
。

銀象嵌丁字散文鐙
氏政 生没年不詳

銘加州金沢住氏政作
江戸 18世紀

幅13.0 奥行26.5 高さ25.3（cm）

「
日
本
芸
術
院
会
員

大
樋
長
左
衛
門
の
世
界
」関
連
行
事

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
私
の
作
陶
人
生

講
師
　
大
樋
長
左
衛
門
氏

日
時
　
五
月
十
二
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

こ
の
た
び
は
友
の
会
へ
ご

入
会
下
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
お
手
許
に
は
こ
の

『
美
術
館
だ
よ
り
』
を
毎
月

お
送
り
い
た
し
ま
す
が
、
送

付
封
筒
表
宛
先
ラ
ベ
ル
は
上

記
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
記
載
事
項
に
誤
り
ま
た

は
今
後
変
更
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
ご

一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
会
員

証
提
示
に
よ
る
入
館
料
割
引

は
、
石
川
県
立
歴
史
博
物

館
、
石
川
県
七
尾
美
術
館
、

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ず
れ
も
各
館
主
催
展

覧
会
に
限
り
ま
す
が
、
お
出

か
け
の
際
に
は
ど
う
ぞ
ご
利

用
下
さ
い
。

友の会からのお知らせ

９２０｜０９６３
金沢市出羽町２｜１

石 川 　 県 美 様 2002

会員番号
会員証裏面左上の番号と同じ
ものです。
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